
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

 

 

 日々の教育活動を進める上で、命を守ることと安心・安全を確保することを最優先させることは言うまでも

ありません。４月１０日（木）には、早速、全学年対象の安全教室を実施。１・２年生は、交通安全の基本ル

ールを身に付けさせるために、河北町役場防災危機管理課 山崎 交通安全専門員さんを講師として、道路を横

断する際の注意点や自転車の正しい乗り方などを指導いただいた後、実際に学校周りの通学路を歩いて実践力

を高めました。３年生以上については、山形県警察本部人身安全少年課 米野氏を講師に、ＳＮＳの危険性と個

人情報の取り扱い方について指導いただきました。子供たちは、講師の話にしっかりと耳を傾け、自分事とし

て捉え「自分で考え、自分の命を自分で守る」という意識を高めていました。 

 経営キーワード「言葉（言葉遣い・言語力）」・自立（自ら判断実践・協働的解決・新たな課題追究）」

 

繋 
令和７年度 学校便り 

Ｒ７．４．３０ 

 ＮＯ  ２ 

校長 秋場 一憲 

 

学校教育目標「ふるさとを愛し、未来をしなやかに生き抜く谷地南部っ子の育成」 

1年間、安心・安全な生活を送るために 

交通ルールの話を聴く 学んだことを試す 

ＳＮＳの危険性 自分の考えを意思表示 

 また、１年間交通安全でお世話になる交通指導員並びに見守り隊の皆様との顔合わせ会を行い、６年代表児童

の後に続き、全員で「よろしくお願いします。」の挨拶を元気に行いました。その他、１年生が交通安全を祈願

した鉛筆を交通指導員の皆様より、黄色い帽子を河北ライオンズクラブの皆様よりいただきました。多くの皆様

の温かいご配慮に心から感謝申し上げ、１年間交通事故０件を目指します。 

 

顔合わせ会 

鉛筆贈呈 

黄色い帽子贈呈 



子供たちの主体的な活動を支える   ～ 児童会新企画「挨拶リレー」 ～ 

５月予定 

 児童会計画委員会の子供たちが、「挨拶が飛び交う

元気な谷地南部小学校にしたい。」という思いから「挨

拶リレー」を企画しました。登校した子どもから１階

玄関ホールで挨拶運動を行い、日毎に運動を行う学年

を決め交代制でリレーしていくという取組みです。当

初は恥ずかしさも見られましたが、進んで声をかける

と相手も挨拶を返し、玄関ホールに元気な声が響くよ

うになりました。子供たちの願いと発想から生まれた

新たな取組み。その良さとがんばりをしっかりと価値

づけ、子供たちの自信に繋げたいと思います。 

  
６年生の取組みの場面 ５/２３を６校時としたため、５時限

定 

 


